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パラメータαに注目, α~0:各optical depth で同程度ダストが磁場にalign, α~1:表面のみ整列し変更に寄与 
BISTROの結果からOpniuchus のαを見る 
・dense gas での整列は、internal irradiation よりexternal irradiation の影響の方が大きい 
・これまで想定していたより、より高密度領域でも磁場に整列している→星形成コアにも使える



低質量惑星（~1.7Me）とペブルリッチ円盤(solid/gas>0.5)の相互作用 (inviscid) 
St=0.1, 0.5 : 複数のdusty vortices がRWIで形成　solid/gasが10^3 大きくなる(St=0.5) 
期待されること 
　フィラメント状→微惑星形成 
　ペブルからの正のトルクでmigration が止まる→惑星が外へ移動



SEDモデリングの新しい手法をCarina Nebula complexに適用 
Gaia-ESO survey からTeff が分かっているものについて、この手法から70%の天体で星のパラメータを正しく 
推定できた。 
星形成は~10Myr 前から始まり、<3Myr 前で星形成率が最大となる。



NOEMAによるAB Aurの観測。HCO+ と HCN (J=3-2)  
HCO+ : ダストギャップ中にbridge、半径の大きなリング 
HCN: ダストリングと一致するリング構造 

HCO+のbridge:outer dusty ring とinner disk/jet をつなぐ降着流



AB Aur 
Herbig Ae 型星（~163pc）遷移円盤をもつ 
渦状腕構造、ダストギャップなどが観測されている。 

HCO+とHCNでダイナミクスを探る。 
NOEMA 分解能 0.”4, ~60 au 

HCN 
・リング構造のみ観測(>5σ) 
・ダストとよく合う 
HCO+ 
・リングだけでなく、中心星付近に明るい成分 
・リングと中心をつなぐbridge 構造も存在 
・大ダストの分布をトレース 
　　　LM1がダストピークとの位置と一致 
　　　LM2-4 はノイズの可能性あり



領域ごとに積分したline profile
積分領域 
中心（黒）

bridge（赤）

リング（白）
(a) 内側0.”6でねじれ。二つのケプラー回転円盤でよく近似できる 
(b)残差を見ると、ブリッジ構造付近で大きなズレが残る。 
(c)ブリッジの位置でfreefall を仮定するとズレを説明できる。 
　ブリッジでの降着率は 3x10-8~-7 Msun/yr

bridge の profile は中心と異なる 
中心の成分のビームによるelongation ではない

HCO+ のmoment 1 map

HCO+/HCN がギャップ中のdust cavity 中のdense gas の指標になる 
　dust cavity 中では中心星からのUV irradiation 大 
　HCO+はその環境でも観測される数少ないline の一つ 
　HD142527などでも高いHCO+/HCN比が得られている。



transit-timing variation -> TRAPPIST-1planets のwater fraction ~10% 
Pebble-driven formation scenario. 
Lagrangian smooth-particle : pebble to planetesimal by SI 
N-body code: 合体、pebble accretion での原始惑星形成、微惑星の組成の進化 
微惑星は初期の一度のSIで形成(~snow line の外側)、微惑星リングが散乱で広がる 
同程度サイズの惑星が形成、ペブルの~50%が惑星へ。water fraction ~10%, “V-shaped“ trend を予言



計算の概要 Lagrangian smooth-particle code でpebble の進化を計算 
微惑星形成率

を与える 
（Mpeb,crit はsnow line でSIを起こすのに必要な 
　ペブルフラックス） 
微惑星の進化はN体計算　微惑星へのベブル降着も計算 

微惑星の位置　r < r_domain=0.7r_snow の時、 
semi-analytic code で計算（計算コスト削減のため）



結果の紹介

原始惑星の軌道進化

線の色：赤 eccentric , 黒 circular  
太さ　：質量 
グレー：planetesimal density 

各惑星の組成

wet : 50% water 



Sagittarius B2 (north)のALMA観測（分解能0.4 arcsec） 
8本のfilament がひとつのhubにつながった構造~0.1pc, filament から降着か 
多数のラインをstacking して解析、mass accretion rate 0.05Msun/yr per filament, total 0.16Msun/yr 
filament 中にstar forming core, mass ~50% 
SgrB2(N)はsuper stellar cluster に進化する可能性



緑：242GHz continuum 
赤：CH3OCHO 
青：C2H5CN 
continuum と CH3OCHO がfilamentary  
C2H5CNはspherical or bubble-like

Filament :F01-F08 
A01-20: 先行研究のcontinuum source



各フィラメントの速度勾配、line width、質量降着率

質量はダストから見積もる。 
質量降着率は


